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ポイント１：設計の誤り

•本件再処理工場の臨界管理はすべてＪＡＣＳコードシステムで
実効増倍率が０．９５となることを基準として設定された核的
制限値に基づいている

•ＪＡＣＳコードシステムが臨界体系（実効増倍率１．０００）
について実効増倍率を０．９５以下と過小評価（誤計算）する
可能性がある場合、核的制限値を守っても臨界に達する可能性
がある→その場合、定常運転でもどこかで臨界に達する危険が
あることになる



ＪＡＣＳの過小評価の実例１

甲第４号証５４ページ



ＪＡＣＳの過小評価の実例２

甲第４号証５５ページ



ＪＡＣＳの過小評価の実例３

甲Ｅ第６２号証
７５ページ



ポイント２：臨界事故の想定除外

•被告は、補助参加人が２３箇所について臨界事故
が発生しうるとしていたのを、「原子力規制庁は、
参加人に対し、当初、参加人がおよそ臨界事故が
起こり得ないような設備についても、臨界事故が
起きる可能性があるとしていたことから、実際に
起こり得ない、あるいはその発生可能性が低い臨
界事故について整理するよう指摘したに過ぎな
い」とし、それにより補助参加人は５種類８機器
以外は臨界事故を想定しないことにした



起こらないことにしたパターン１

移送機器を施錠管理しており、
手順を決めたから起こらない

運転員が決められたことを
必ず守る、誤った移送が必
要だと思い込むことはない
ということが前提

甲Ｅ第１４３号証

緑枠：当初想定
赤枠：被告示唆による見直し



起こらないことにしたパターン２

甲Ｅ第１４３号証カメラを設置し２時間に１度監視するから必ず気づく



臨界事故対策が必要な場所は…
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